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フ.ヒノLクト)「-Aが1.1台.一と摘.,,1111「±七.ノ1引三1便▽、

福=鴻1教捜か国際ンンホソワムて1L'奔論支11を愛1

凹形准教授が「./1本化学会の:第30回名;い世代.の.彫.…1」、,..演賞」右・妻∴

西形洪教授か再擬合蔵「L甲協会の1豪ソー研先iド劇を「劉1.t.t

半成刀≡E度⊥1[⊃k学と.IL.州⊥業大学のアー「パトラ'ク含1三1;〆ンrkン)il-{「開!・.

.學長・埋.f/iと子ニュアト=,.・ク麹員との_i.tI会を問催

二,塩・工鵬に女1生教員との懇譲会1に昌野・倖教授冷出席

10月31目G:)に横浜1i∫で開催さオLた1エネマネハウス

2015」の表彰式・1・"tlii-,ll会において、理1:学研究科のμ」田文雄教

授をリーダーとし、樋山恭助准教授(テニュアトラック)をサ

ブリー弁'一とするプロジェクトチームが提案した1やまぐちさ

んの風の家1が[優秀賞1と特別賞i地ノ∫創生賞1を受賞しま

したtt(1エネマネハウス2e151、の参加α)採択については2〔,15

年9ナ」発行の本ニュースレター6レナで上匪{暇)
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「エネマネハウス2{}15は、L'学生か彦える、将来の家層1をテー

マとして、大学と民問「∬業階等が・体となってZEH(1年1酎

の1次エネルギー収支が0の家)のモデルハウスを建築する展

ノメ会です、、iilll大学を含めて5っのノく学が採択さオし、横浜市の

会場で実1期1調ぞ背と展示が行われました.

由目大学のチームが提案したiやまぐちさんの風の家は、

iCi然採光・1./1然換気を活用するために階段状のノと1}}」を構成し、

"かたち11を.1二夫することによって機械への依停度をi成らした

ものになっています先生はサブリーターとして、光環境とエ

ネルギーのシミュレーションを行うことでL』かたち"による住

環境の達成レベルを、没1汁の初期段1;{ξから11崔認するなど、これま

での研究成果を生かして木プロジェクトに取り絹みました

やまく』ちさんの風の家では、ZEIIとしての牲能だけでは

なく、地元企業・1賊入の技}癒や地域の資源を活Illした提案であ

ることが高く1iLF佃1さ才しました.、地域のJJを結集した地方〔1[」生,11「!

モデルとして、㌍プロジェクトを逓じて築いた設1il'技術の活川

や森資源の循環の実土見が期待されています、,

磁

樋山先生と森の循環に一役買7うヘレットストーブ

▲3つの屋根のうち、一番果には太陽

光発砲パネルか設111rlざれていま弓「百力

,,1惟…の高い夏場1こ発IEi、:が最大となるよ

う、頑斜角を設計し.ぐいま.り一「

〉出入リL!の近くに1ま、「砲気自・助噸の

..、王9スへ.一λhtありま事
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▲採光や空気の流れなと、至る所に

、[夫を凝らした富内は、とτち明るく

閣放的な空瞳てす
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▲宗碓昂FI成は夫婦⊥子供1人を」.IA;E

してゐリ、鵠山先生か仮澱の馳主てす
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▲甲央の屋根に1莫置ざ紅ている太岨

・摺.「合漏器によリ、寮定しプ「給罫か可能

てす








